
アカマツの帯状皆伐天然更新 l二関ナる研究

林縁が更新稚樹に及ぼす影響

事国 井 守(1)

まえがき

伐採面が小l面積であることは側方林分の防風的な効果によって新林の成長が保護されるだけではなく，

幼令林に特に大筈のある病原菌や害虫が繁殖した場合など老令材、分が残り全滅をまぬがれ，まずこ地力の減

退のおそれがないこと，風致の保存，土砂杵止等の多くの利点がある。特に突然更新による場合ド種量が

多く，更新が縫実迅速に行われるが，欠点としては一般に林縁の影響によって陽樹の更新に!土不適当であ

るといわれている このことについて中村1) は劃IJtたまたは情状皆伐，あるいはエーペルハルト法のごとき

小面積施業においてJ1討小、を実まらない時:主，陰樹に適当に陽樹を;見滑せしめることができるが，一般に

陽闘の撫育は困難であると述べている また，藤島3) も比較的陽性の樹種の更新に!土林縁によって強度の

陰影を受けて失唆するのみならず，一般に老祢の根系のマンエ yは准幼樹の摂系と苛合し成長が思わしく

ないと，日射量の不足および恨の競合の重姿性を強調している τ 極端な陽樹で強級なアカマヅは相当大面

積・の突然更新においても母樹を適当に筏ーした場合には成功していることが多く，運材や伐木作業が複寺ff な

小面積施業をわざわざとる必要i主更新に認するかぎりー般には認められない 3

しかしながら，わが国においては，アカマツは風勝地やゼッケン地:こ多く見られ，風致の保存や土砂杵

lf:. 71<.1L9涌養等の見地から大面積の皆fたが不可能な所が多く，また，広葉樹の侵入が多い奥地のアカマ、ッ

の更J析を確実，迅速にするためにも小面積皆伐を行う必要がある場合がある このような必要性のある所

において伐採する場合，更新に大なるを芝えがないかぎり IJ、面積の方がのぞましいことは当然で，その伐

採石債の大きさや形，伐採幅，伐係方向とその影響の程度について正信なる知設が必要である一その程度

b土地形や林木のような日照を阻害する障害物の盟殻，大きさ，またその障害物の状態により異なり，局地

的に空化し，非常に復雑であると考えられる。藤島りは仏国ノルマンヂイのループレイの欧州アカマツ林

において *1111に1O~20 m の浅存林分を浅して 40~50m の隔で市状に伐i采し . Ý)J令林が伐採後日年たっ

て充分な大きさになったとき中間の残存丹?を伐採し，その跡地は人工揺種(ジカマキ〉をした場所におい

て更新が成功した例を引用しているコまた，中 N4) はその著書において次州アカマヅは 40~70 m 閥ごう待

状皆伐による側方下種を推賞する学者があると述べており，植杉5) は樹高の 2~3 倍が適当と認めると述

べている。

欧州のように地形の複雑でない所において，しかも更新後 5~6 年で差是りの林分を伐採することができ

る場合には，ーでその伐探幅等の規準を定めることができるが，わが国のような複雑な地形の所て、はどこ

にでも適合する最小限の伐探幅や面積は決められないと思う"大面積皆伐の欠点が叫ばれだした 10 数年

前より， この樹種について小面積皆伐に謁する研究が多くの試験地に曳いて今日まで行われてきた 3 ま

た，その結果を待たずに風致祢や土砂粁止林て‘は/ト面積皆伐作業が実潔にとられた忌これらを通じていえ

(1) 熊本支場夜営研究室長
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ることは特別な所を除いて人工楠殺，天然ド種，ジカマキを問わず更新はあまり成功しているようには思

えない、たとえば，京都の嵐山町国有林の北田急斜面の小面積皆伐地では天然生の稚樹のみでなくジカマ

キも行い，大苗も楠えたにもかカ込わらず更新がうまくゆカ‘ず，伐保面積の拡大が望まれている r

これらの試験地や更新地を誠資しでも環境，すなわち土壌の性質や地形が異なり，その場所のみの経過

の調査報告となり，フヘン性のある結論は求められがたい。帯状皆伐等の小面積皆伐が大面積の皆伐に比

べて何のために差ができるのか，またなにが更新樹に不利なのかということを考えてみると中村，藤島の

考えのように老木の根の競走と徴気象， /1守に日照時間が側方の林分のために妨げられるために成長が阻害

される区域が，更新回全体に対して大きな割合になることが考えられる。筆者は千ii状皆伐作業のみなbず

いっさいの小[目積施業をこのriH極についてとる場合，どの事11皮の大きさまで伐床面を小さくすることがで

きるか，またその:場合に更新樹にどのような影響があるか，またその対策等に関す之、M究をはじめるにあ

たり最も芯本山Jな知識をうる目的で 25m 111日と 50m 隔に(:i(;!*された市状皆伐跡地内に調査地を設定し，

その更新状況を 1947 年から 1952 年の rUJ観察を続けた。

この報告は大阪営林局試後係，林業武!j:食場大阪支場および京都支場に在勤中行った調査の結果で，きわ

めて粗維な計画のもとに出発したために非常に不備な結果しか得られなカ、ったことを遺憾とするが，筆者

は上述したごとし今後の研究の基礎にするつもりで調査を行ったのである。この方面の研究から業務の

都合で速のくことに危ったので，この機会に一広報告し各位の御批判を賜わりたく考える次第て、ある。

この捌剖こついていろいろと御指導，御便宜を賜わった三次営林.'?R.の方々わよひもと林業試験場大阪支

場長故佐イILlß'[同J_\: ，名倉市1\:， 1:' 本貞哉氏， 11Ll杉哲夫氏ならびに京都支場長佐治秀太j'![，l\:，熊本支場長内

藤信行氏，宮崎分場長外山三郎氏 ， Jrìl日江営1'1・ 5店長小松市貞三氏，宮崎)~rl'rl:f h)í，'，ìH:に心から感謝の意を表す

る。また調査に協力された大阪営林同大間英次さん，京都支場の低木正美さん，山本久仁雄さん，真部辰夫さ

んざ古よび取組めにいろいろと御注意をいただいた林業試験場宮崎分場戸山良台さんに厚く御礼申上げる c

l 調査地のあらまし

調査した所は，広島県のほぼ中央の芸術線向原駅から東北にがJ 5km の地点にある三次営林1署管内の広

島県高田郡向原町にある大士山国有林 55 林班ろ小班内に設定せウれたアカマツ綜合試験地のー部である

約 10ha の叫状皆伐跡地である O 行f状tM父は地形は考えにし、れず 1944 ， 45 ó.r三に EEN の方向に伐採され

たのであるが， 当時は戦時中のためにそのき整理ができず放位されてあったのを 1946~7 年に整理した、

調査地の附近は標高 800m で情状皆伐はイ右派閥を異にして 2 カ所設定せられ，第 1 図のように一方に 25

m 隔の伐採幅で 4 列， 他方は 50m 帽のものが 3 列並行して設定せられ桟存林分はともに 10m 幅にと

られている c

調査地は 25m 幅の所に 2 個所， 50m の所に 2 個所，幅 4m 長さ伐採幅だけの調査地を設定し， 1947 

年秋より 52 午令までー毎年秋期に更新状態について調査を行った。このF付近の地泥について述べれば一般的

に NW の方向に 20'~25での傾斜をしているが，局地的には非常にキフクが多し、c 基岩は花満斑岩で表

面は黒色土が覆ている所が多く Bc ， Blc 型に属し，第 2 図のような土壌断固が多くみられると

気候は温暖で広島における年平均気温は 14.6'C，湿度 75.7%，年降水量 1513111111，最多風向は 6 ， 7 

月は SW，その他は NNE である。林況は普通上層はアカマツて、覆われ，下木はソヨゴ\ヒサカキ，リ

ヨウブ，イヌヅゲ\クリ，エプノキ，ザイフリボク，ネジキ，サクラ，ウラジロ，コナラ，ナヅノ\ゼ，コ、、
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Fig.l 帝状皆伐f也内の調査地の位置
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Blc 型土壌 Blc.soil 

約 2cm マツ，広葉樹の新鮮な落葉
が-] 2cm 相当腐朽分解が進みやや粗腐績に近い

ものが層状に堆積し，細根多数交錯c
黒t~色，腐械に富む石際乏しい植土。
軟， t間，菌糸なし，根系普通c
葉ffi色，腐梢，石際ともに少なし，植
土，軟， ì間，根系なし。

Fl'再
F~HI古

30cm A肘

20 

30 

以下Bl問

ンゼツその他広葉樹が多く，木数では 84.4% もある。またクリ，
4D 

ナラ等は上層樹冠問に達する大木もあり順次広葉樹に移行せんとす

50 る途中で，植杉7)のいう M"，と Mß の中間のような林中日であるし調

査地の附近は 60 年生のアカマツ天然生林で胸高直径平均 35cm ，
B ω 

つぎに各調査地に樹高 25m で ha 当り本数は約 300 本である。
cm 

ついて簡単に説明を加えるこ

Fig.2 土壌断面

Soil profile. 
伐採幅 25m，傾斜方向 NllOW，傾斜角度 60，凸第 1 調査地

地小尾根，地表面は腐植が堆積するつアカマツの前生樹が多く，サ

リヨウブ，イヌ γ ゲ、は毎年秋期に刈り払うにもかかわらず全面的にソヨプ，アセピ，サは少なく点在し，

出現している。

伐採幅 25m，傾斜方向 N23 0 W，傾斜角度 230 ，凹地への傾斜面で谷間，地表面はササ

で全面的に覆われ毎年 1 回の刈り払いによりササの高さは高くないが常に地表を覆うている。濯木として

第 2 調査地
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イヌツゲ，ゾヨコ\ヒ+カキ，モチツツジが多く，地表はササ，シシガ会ラヵ:多い。

第 3 調査地伐採幅 50m，傾斜方向 N650 W，傾斜角度 150 ，大きな谷への急傾斜地の中腹，伐採搬

出のために地表がカクランされ，表土が露出している所が多い" 1946 年の秋，火入地椿えをする。最初]

はシシガシラ，サルトリイベラ，ヒサカキ，ワラピ等割合種類が少なかったが， 1952 年の調査では相当

多くの種類があった。ササは点在する程度で少ないコ

第 4 調査地 伐採幅 50m，傾斜方制 N23 0W，傾斜角度 210，下部は湿潤な部分があり濯木草類が多

く落葉腐植が堆積し， 1947 年にもう一度下刈を行い 1948 年より調査を仔った己

1 調査結果8) D) とその考察

1947 年の秋調査地を 4 個所設定し，それぞれ N の林縁(伐係跡地の N 方である〉より 2m ごとに区

切って小区劃jをとり， N より 1 ， 2，・・・・と呼び，各小区劃ごとに稚樹の発生本数，各信体の高さを物指

しで cm まで測定した。その後 1952 年まで毎年秋期 (9 月または 10 月)に同様に調査をfi'ったす調査

前に毎年 1 回下刈りをし，地表処理1ft行わず自然のままにしたが伐木，運材等のために表土が裸出してい

る所も各所に見られたコその他 1952 年には植生調査，日照If寺聞の比較数値の測定を行った 調査結果に

ついて各項目ごとに説明する。

仕)植生調査

1952 年に調査地内に生えている楠物の種名を小区劃ごとに調査した。 個体数については調査をしなか

ったが_.，~植生の状況を知ることができるので調査結果を第 1 表に渇げた勺各調査地とも毎年 1 悶秋期に

下刈りを行ったので自然の状態ではない二

第 1 調査地では濯木としてはソヨコ、\アセビ， リョウプ，イヌツゲ，クロモジ，クリが多く，地表横物

としてはササ， サルトリイバラ， ワラピ， ハナプケ等が多い。第 2 調査i也はササが非常に多くシシガシ

ラ，サルトリイバラも点在し，種類は多い。濯木は比較的少なくイヌツグ，アセピ，ヒサカキ，モチツツ

ジ，コナラ等が多少あれ位置による差が明らかに認められるものは少ない。

第 3 調査地は地表はサノレトリイバラが圧倒的に多くササ，オカトラノオ，シシガシラ，センブリ等が点

在し，潅木はヒサカキ，イヌツゲ，ソヨココアセビ，リヨウプ等が多い。第 4 調査地の下部の湿地にはコ

フサミザゴケが集中的にあり，地表1荷物としてはササ，シシガシラ，ワラピ，サルトリイバラ等で，濯木

はアセピ，モチツツジ，イヌヅグ，コナラが多いっノj、面積の伐f/fJr;f由であるために林縁が植物の種類に及ぼ

す影響は明らかではなく，濯木も大体全部に通ずるものが多い。その出現する植物の種類は S と N とで

大差がないようだが，一般に S の方の日蔭の所ではすべての柿物の高さが低い二種類の数は第 4 調査1也

が最も多く第 2 ，第 3 ，第 1 のJi買であるコ第 2 謂査地のササは非常に個体数が多く，調査地の大部分を覆

ている 3

(2) 日照時閣の比較数値の測定

林縁が伐採跡地の更新稚樹の成長に及ぼす影響の中で，日照時間の短縮だけを考えればその影響の程度

は，林縁の日射をさえぎる程度，およびそれが存在する地形と更新面の地形の相対的な関係によって決め

られるので，伐探幅，伐採方向と地形地物の問置によって種々にその林縁の影響の及ぼされる範囲が菱化

するのである Q この日照時間の短縮がはたして実際の林地において稚樹の成長にどの程度の影響を及ぼし

ているかをまず調査することが必要で，その関係が明らかになればできるかぎり影響の少ないような，最



アカマツの帯状皆伐天然更新に関する研究 (細井〉 - 39 ー

も日の当る部分が広くなるような方法で更新面を設定するように努力すべきである己このような目的で，

筆者はまず更新面各部の日照時間の比較数値を簡単に求められる方法によって調査地内の各地点、の日照時

間の比較数値を求めた3 つぎに，その方法と測定結果について述べるつ

(a) 日照時間の測定方法!O)ll)

各地点の日照時間を実際に比較するには，日照計や日射計または蒸発計等を現地に設置しなければなら

ないのであるが，多くの地点を同時に調査することは経費と時聞を要し困難であるので，筆者は次のよう

な方法によった。すなわち，緯度 350 における毎月

1 日 ( 1 月 22 日， 2 月 18 日， 3 月 21 日， 4 月 22

日， 5 月 21 日， 6 月 22 日， 7 月 24 日， 8 月 22

日， 9 月 22 日， 10 月 25 日， 11 月 22 日， 12 月 22

日〉の各時の太陽の位置〔方位高度〕を計算1?)によ

って求め，第 3 図のごとく太陽の軌跡を平面上に投

影しておき，別に現地における障害物の方位高度を

地上 30cm の所より求め，上司の太陽の軌跡を両い

た図上に重ねて授影して，日照開始時およひ停止ー時

を図上で求めその聞を各自の日照時間としたご各自

はそれぞれの月の平均を現わすものと考え，各日の

合討を求めその{直の障害物のない開放地の日照時間

の合計に対する 100 分率を年聞の日照率としたコま

た， 3~9月間の各月を合計し，開放地の合計に対す

る 100 分率を成長期間の日照率とした 障害物の投

S 

E
 

VJ 

N 

Fig.3 大陽の軌跡の平面投影図
Plane projection of a locus of the sun. 

(北緯 35 度の地点)
(North latitude 35つ〉

影には立体角投射カメラ 13)を使う予定であったが，製作が間に合わずポケットコンパスて、行ったコこの方

法は，鈴木H)が日照時聞が植生に及ぼす影響を調べる目的で，各地点の日照時聞を比較するために考案し

た受光空域図形と同じような方法ではあるが，筆者は各月の日照時聞を求める必要ーから，面積で日射量を

求めずに線の長さで日照時間をそれぞれ求めた。

しかしながら，必要なのは日照時間ではなく日射量であるから，面積を測定し比較する鈴木の方法がよ

りすぐれた万法て、あると思うつなお，最近立体角投射カメラをかつて鈴木，佐藤15)が同じような方法で林

に光のはいるスキマの刈定を行っている d

(b) 測定結果16】 17) 18) 

25m I隔の伐採地にある第1.第 2 調査地は， N の林縁直下より S の方の林縁へ 5 J;llごとに測定を行

い，各測点を N より No. 1 , No. 2~No. 6 とした。 50m 幅の第 3，第 4 調査地では同様に N より S

の林縁へ 10m ごとに Nc. 1 , No. 2~No. 6 とし，各点で測定を行ったQ ポケットコンパスで測定した

障害物の位置，大きさは第 2 表に掲iずたコまたそれを投影したのが第 4 図で，これを第 3 図に重ねて日照

開始時と停止時を求め， 日照率を計算したのが第 3 表である。調査地内の日照率をグラフで表わせば第

11 図のようになる 3

測定結果について簡単に説明を加えると，年間の日日夜率はどこでも成長期間のみの日照率よりも小さ

く，その差は最大で 50% も差のある場合もあるが一般には 30~10% くらいの差で大体平行しているっ各
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調査地とも南の方の林縁下は日!陣、三容が低く年間の日照率が 20%. 成長期間が 30?ふくらいで. N の方の

林縁は地形によっては同様に低い所もあるが，がし、して高く 50~70% 程度である 一般に中央より N

の部分が日照率が高い 第 1 調査地は N より 5m S の附近が一番高く年間 55%. 成長期間 70% 前後

でその他Il\，、ずれもこれ以下で. S の林縁下l土年聞は 209b ， 成長期間は残存料、分が疎立していたために

光がはいり 70% で大きな差が見られるこ

第 2 調査i也は各調査地中で最も低く，第 1 調査地と異なり中央部より N ßlljの所が最大で年間 35%. 成

長期間 55% 前後であるコそれより S または N が低く林縁は年間 20%. 成長期間 30% 以下である。

第 3 調査地は N の林縁下より S の林縁より 10m くらい N の所まではほとんど一定で 60~70% で，

年間と成長期間との間の差が少なく 5% くらいであり，そこから急に S の林縁まで日照率がi尽くなってい

る。最小は S の林縁で年11l120%. 成長期間 30% となっている。鉱 4 調査地は第 3 調査地と同じく 50m

隔の伐採の所であるが，年間と成長期間との日照率の差が大きく， 年聞はNの材、縁が最大で 70%. S の

方にだんだんドってゆき 25% くらいになり，成長期間の日照率は中央部附近が一呑高く 85% にもなっ

ており .N の林縁は 80%. S の林縁は 40% 前後である。これらの訳査地については. 25m 幅の方が

日照ギが低い部分の全伐採面積に対する割合が高いことが明瞭であるが，その範問および程度は局地的な

地形や地物の配置によって異なり一概にいうことができない;

(3) 当年生稚間に対する調査結果

木調査におし、ては，初~jミ奨ばかりでまだ普通業が出ていないものを当年生と判定した。春発芽して秋に

は普通業を出すものも少なくないのであるが，これは 1 年生とした その理由は 1 年以上もたつのに普通

葉とともに初生業も活いており，また校もない稚樹が，遅く発芽した稔樹や日蔭地の稚樹に多く見られた

ためで当年生と混同するからである( また，調査地内を 2m ごとに区切り小区劃ごとに調査したのであ

るが各区切りが年により少しずれたことがあれ正確を欠いた場合があったこ調査は秋期に行ったので，

春季に発生した稚樹が夏を経治しほぼ安定した状態にあると思われるのではあるが，日蔭地や草木港木の

下には夏秋に発芽したと推定される弱々しいものも少なくなかったこ

調王をは各調査地の小区劃l ごとに当年生稚樹の本数および各個体の高さを測定した その調査結果は第 4

表，第 5 図，第 6 図，第 7 図のとおりで項目ごとに簡単な説明を加える乙

( a) 稚樹の発生本数

1仕1討の発生が地表条件により左右され腐随や落葉のある所よりも表土 (A層または B層〕が露出してい

る所の方が発生しやすいとしづ研究報告10)が多くあり，筆者ω) 31) 幻)も前に報告したとおりジカマキ地の

調査では日蔭地は必ずしも表土の露出している方が発生本数が多いといえないが，開放地では多いという

結果を得たz このような小面積皆伐において側方下種により更新を期待する場合，種子量は充分と考えら

れるからはたして同じことがし、えるかどうか誤査結果について簡単に考察を加える。

第 2 調査地の一部，第 3 調査地の半分以上がAまたはB層(表土)が出ているのであるが，落葉や腐植

が堆積する所よりも特に多く発生しているとはし、えないようで，ササが多く地表面がカクランされていな

い落葉や腐植の多い第 2 調査地は平均 1mコ当り 1 年に 2.09 本発生しており最高であり，表土の出てい

る所の多い第 3 調査地が1. 59 本で各地点を比較しでも表土の露出している方が必ず多いとはし、えないコ

つぎに伐採幅が 2 倍になれば単位面積当りの落下種子量が減少すると簡単に考えることができるかどうか

は疑問であり，局地的に落下量も非常に異なるもの主思われるこ
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種子の飛散は非常に複雑で，その落ド速度的と風速により落下角がL、ろいろに斐り， 25m幅の万が能率

が恵い場合も考えられ， 5CJm 隔の方が常に平均落下種子が少ないとも限らないようである。 また 25m

隔の S の林縁が発生本数が特に多いのは，他の原因もあるが N の林縁の種子が S の林縁に当り落下した

ためとも想像することができるが，これだけの調査からはその原因は分らなし、。これらのことをまた別の

見方をすれii ， 表土の出ている所は春の発生本数も多いが枯死する割合も多いためて、はなかろうかとも考

えられるが.毎年 1 回しか調査しなかったのて、その点も明らかにすることはできなかったc

第 4 調査地の下部の湿地における稚樹の発生本数が，他と比べて大差があるようにも思えないこー般に

発生本数の多い所は毎年多い傾向がある。このことは地表面の状態とともに他の植物の存在に左右されて

いるように恩われる 各調査地の各部分とも平均 1mコ 1 年当り 1-2 本程度発生し，部分的には 2 本以

上も発生している所が各調査地とも数個所あったc 林縁からの距離によって発生本数の違いがあるかどう

かについては第1.第 2 調査地ともに S の方の林縁下の方が明らかに多く， Nの方は比較的少なL 、。この

ことは 25m 隔の所だけが S の方が種子の結実量が多かったためとも考えられず，上述したように N の

方の種子が集まったとしづ考え方もできるが日蔭であり土壌水分も多く，またそのために比較的草類，濯

木穎が少なく，かつ小さいことによって稚樹の発生生存に適するのではないかとも考えられる。しかしそ

の理由は明らかではない

第 3 調査地でもその傾向は少し認められるが第 4 調査地ではあまり認められない 一般的には林縁直下

は別として， s の方が発生本数が少なく Nの方が多いようであるがその傾向は明らかではない 年によっ

て稚樹の発生本数が明らかに差があるようである(第 6 図λ1948 年の秋の調査では，いずれの調査地で

もきわめて少なかった。すなわち， 1 m~ 当り 1 本以内で特に第 4 調査地は 0.19 本であったJ このこと

は前年度の結実量が少なかったためか，春から秋までの枯死本数が多かったためか明らかではない。更新

開始後 5-6 年間は年ごとに発生本数が減少する傾向はなく，むしろ毎年多少の差はあるが大体同じくら

い発生しているこ

(b) 稚樹の高さ

各小区劃内のfít樹の高さの平均値については地表状態や林縁との関係位置により差があるとはし、えない

ようで， 日蔭I也の稚樹は徒長するように想像されるが平均値では明らかではないc また， 1949 年の稚樹

が各調査地ともいずれも低いが，このことも稚樹の発生が遅れたためか，成長が悪かったためか明らかで

ない。

(c) 生存率

1947 年(第 4 調査地は 48 年)より 50 年までに発生した当年生稚樹が 1952 年にどのくらい疲ってい

るかということを，次の式でその概略の生存率 R を求めた。

R= _ A 
B+C 

ただし， A ニ 1952 年において 1 年生以上の権樹数

B =1947 年 (1948 年)より 1951 年まで、の毎年発生した稚樹数の合計

C =1947 年における 1年生以上の稚樹数

なおこれは， 1951 年lこ発生したまだ不安定な 1 年生の稚樹から 1947 年にすでに 1 年生以上て、あった稚

樹も含み，非常に幅があるが大体の傾向は分るものと考えて算出した。この調査では普通業をもたないも

ののみを当年生と限定したために不当に分母が小さくなり生存率が 100% 以上になるムジユンした個所が
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ところどころあった二

地表の条件によっては第 4 ~月査地の下部の湿地は非常に生存率が低いのがめだっが地表面の状態によっ

ては一定の傾向は認められない。林縁F付近は一般に{尽く特に N の方が低し、ょうであるが，あまり明らか

ではない。特に第 3 調査地の南の方の林縁直下は極端に低いが，これは調査地設定後人の通路に使われた

ために多くの稚樹が消失したものと准定されるつ各調査地の中央部においては非常に生存率が高い所や低

い所がきわめて不規則にf~C列しているが， 日照時間とは本日間関係があるとは思えないコ もしあるとすれ

ば，春発生後より秋までにあるのかも分らないが，春期に調査を行わなかったので明らかではない d

以上各調査地を通じて見ると，発生木数は日照が少ない第 2 調査i也では平均 1mヨ 1 年当り本数が最大

で 2.09 本で，次の日照率が割合に高い第 3 調査地が1. 59 木，第 4 調査地が1.4 本，前生樹の多い第 l

調査地は 1 本で也最低であった。生存率は第 1 調査地は 75.7%，第 2 が 73.5%，第 4 が 73%，第 3 が

68.3% で第 3 調査地が最も低い このことは後に述べる稚樹の成長量とは反対の結果になり，第 3 調査

地は日射量が多く，そのうえ地表は表土が露出しており稚樹の成長も良いが枯死する率が高いことは興味

のある現象である。第 4 調査I也は最初]はきわめて碓砲の発生が少なかったが，後の発生本数は他の調査地

とそう大差があるとは思えない3 生存率は湿地では低いが全般的に見た場合 709'昔前後である。

(4) 一年生以上の稚樹に対する調査

当年生稚樹と全く同じ方法で，普通業 1 枚でも有するすべての准樹に対し各小区劃ごとに木数と各個体

の高さを測定したっ語函?占果については第5 表，第 8 図に精しく掲げたりつぎに各項目に分けて簡単に考

察を加える Q

(a) 数の増加

各調査地における位置別の本数について述べれば，第 1 調査地では 1947年においてすでに 1m2 当り

1 本程度の前生樹があれ 1952 年においては 1m2 当り 5 本くらいまで増加したっ特に S の方の日陰の

所はその増加がはなはだしく ， 1952 年においては局地的には 1m2 当り 10 本に達する所さえ生じた。

第 2 調査地では 1947 年にはほとんど 1 年生以上の稚樹がなかったが， 1952 年には非常に増加し 1 m2 

当り 7 本程度になったここの調査地も第 i 調査地と同じく 1952 年には S の方の林縁は 1m日当り 12 本

も存在している。第 3調査地においては 1947 年に 1 本弱しかなかったのが 1952 年には 5 本程度になっ

た p 林綾については N の方が非常に増加しており， s の方の林縁は比較f内少ない。

第 4謁査地は 1948 年に 1 m2 当り 0.5 本程度であったのが 4 年後は 4 本くらいになった。 N の方も S

の方も林縁は比較的少ないコ要するに 1 年生以上の稚樹の多い所は当年生稚樹の発生が多く，しかも生存

率の高い所で主として地上の状態に支配され，生存率がf!í;I.、第 4 調査t也の下部の湿地は特にその本数が少

ないっ 25m 幅の伐原地の S の林縁は常に非常に本数の増加が多く， 50m 問ではその点が明らかでない。

これは前述したように 25m 幅の S の林縁下の種子落下量が多く， また他のiil1物が非常に少なく〔種類

は相当あるが〉そのうえに小さく， 'f往樹がかろうじて生きてゆくことができるのに反し， 50m 幅の S の

林綾は潅木草煩が比較的多くしかも高いために被庄されやすく生存率が低いとも考えられる。特に第 3 調

査地の S の方の本数の少ないのは前述したように人の通行が原因しているように思われるつ年度ごとの本

数の増加は第 9 図のとおりで， 1 年 1m2 当りの平均の増加本数は各調査地の各小区道lにより相当差があ

るが，いずれも 1949 年の増加本数が少ないことは 1948 年の稚樹の発生本数が少なかったためと考えら

れる。本数の毎午の増加数は第 9 図のとおり更新開始より 6年後までも逐次増加している。
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稚鮒高の合計値と街高階別本数(b) 

各調査地のノj、区劃jの 1m~ 当りの平均f佳樹高合計の毎
Plot NO.l 

年の増加数は大体本数の増加数と比例しているが，部分
ト-Ð Plot NO.2 

的には最近の成長の良い樹高の高い個体を有する第 l 調

査t也の中央や，第 3 調査1&の中央において本数が少ない

のに合計備が大きい所がある。また，これと反対に第1.

第 2 調査地の S の方は本数が非常に多いのにもかかわら

ず合計値がそれほど大きくないのは，低い稚樹の多いこ

とを意味しており，第 6 表の 1952 年における樹高階別

S の方は 1m 以上の稚樹は本数によっても明らかで，

少なく大部分 50cm 以下である， 1. 5m 以上のものは1952 

-Plot No.3 

ト-・ Plot No 4-

3 
e寸

E 

~て
~~の
.fI'n，_色
刷包J
>=...c> 

.二 ε
コ
2こ

各区とも中央部に多く，特に S の方はし、ずれの調査地で

もほとんどなし、。各年度の枇樹高の合計を位置別にみるFÍg.9 各調査地の各年度の 1 m2 当り

の 1 年生以上の稚樹の増加本数
On each plots, yearly ﾍncreased number 

of seedl匤gs older than one year 

durﾍng 1947 to 1952 per 1 m 2• 

とある年度においては前年度より減少している所もある

が，大きな稚樹が枯死消滅または稚樹の上部が破損した

ものと思

このような現象は全般的に各年度ともあると考えられ

るが，数字に現われている所は第 1 調査地で 5 個所，第

2 調査地が 2 個所，第 3 調査地が 5 個所，第 4 調査1&が
Plot No.l 

14 個所であり，第七第 2. 第 3 調査地では主として

これは，このころ相当に稚樹51-52年におこっている

高が高く，そのうちの 1 本でも枯れれば大きくマイナス

になるためと考える。この現象は第 4 調査地に一番多く

しかも各年度におこっているが，これはこの調査地の稚

樹が最初から非常に不安定であることを意味するようで

ある。

各調査地の 1m2 当り 1 年の平均の増加量については

Plot No 2. 骨ーー-e

Plot NO.3 
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1947 年第 10 図で分るように年がたつごとに増加し，

には 10cm 前後で、あったのが 1952 年には 60cm くら

いになり増加量は第 2. 第 3 調査地が大きく，第し第

この値は稚樹の本数の増加主稚樹

高正の積であるから成長量が大であることだけを意味す

小区劃内の最大の稚宿高

4 調査地の)1院である

るものではない」

(c) 

194-7 1948 旧49 19日 195e

年度 Year 

FÍg. lO各調査地の各年度の 1m2 当り

1 年生以上の稚樹の樹高の合計の
毎年の増加数

On each plots, yearly increased number 
of total of height of seedlﾍngs older 

than one year durﾍng 1947 to 

1952 per 1 m 2 • 

1952 

調査地の各小区事jにおいて一番高い稚樹の高さを選び

測定した結果は第 5 表に掲げた。また，第 11 図には 1947 年または 1948 年(第 4 調査地のみ〉と 1952 年

その下部にはその聞の 5 年間の平均連年成長量を掲げま Tこ，において最も高い稚樹をグラフで示した3
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Ratio of time length of the direct solar radiation through growing season 

(per cent of that on the open field). 
1 年を通じての日照主主
Ratio of time leロgth 0;: th告 direct solar radiation through the year. 
1952 年における最大の稚樹高
Maximum height or seedling in 1952. 

1947 年における最大の稚樹高
Maximum height of seedling in 1947. 

最大稚樹の平均連年成長量
Yearly average increment 0;: max. height of seedling. 

1. 

2. 

3. 

4. 
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5. 

Fig. 11 (1) 各調査地内の日照率と 1947 ， 1952 年;こお:ナる最大の碓樹高ならびに

その平均連年成長量

On each plots, ratio of time Iength of the s~Iar radiation and maximum height 
of seedling in 1947, 1952 and yearly average increm巴nt o~ height. 
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t::.ぜこの値は各区劃j内の 1 木の稚樹の 1947 年と 52 年との測定値よりだしたものではなく，区劃内のす

べての稚樹の中で一番高いものを 1947 年と 52 年に測定し，そのをの年平均値である。だから 1 木の稚

樹についてみれば前年度の最高の稚樹が次の年には最高仙ーを示さない場合もある。つぎに各調査地ごとに

考察を，ry/lえる。第|調査1訟は 1947 年において相当大きなT1íj生側があったが，その後の成長はrl"央部より

N に平均連年成長量が 30cm 以上もある稚樹も多

少はあるが一般に羽々しく，いわゆる心が立った'fít
m
m
m
 

樹がきわめて少なかったっ特に S の方l工平均連年BX

第 2 調査地は 1947 年長長は 20cm 以下である。

において全部 20cm 以下で大きな稚樹がなかった。

1952 年において中央部より N では少し仲びてはし、

るが， S の方はきわめて成長が思く，平均連年成長

量は中央iこ 30cm 以上のところがあるが中央より

SI工会部 20cm 以下である。第 3 調査地では第 2

調査t也と同じく 1947 年においては全部 20cm 以

その後中央部はきわめて成長が良く，下であり，
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1952 年では 2m 以上のものもあり， S の方と Nの
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S との林縁附近は 20cm 以下のところがあるが，
ト---.Il Plol No4 !;() 1-

大部分は 20cm 以上で，中央では 30cm 以上の成
20 

第 4 調査t也は非常に不規長を示す部分もあったら1949 �9S0 IS5j 1952 

主干度 1包ar

1948 19~7 

1948 年において少しは大きな前生樹もあっ

1952 年では他の調査地よりも全体として成

長が良くなし、っ特~<こ両林縁と湿地は恵い

則で，

Tこカ>，
Fig. 12 各調資町内の年度別の最大の稚樹高
Maximum height of seedlings on each 

plot d鑞ring 1947 to 1952. 
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4 年間の平均連年成長量もだいたい中央部l土 20cm 以上で，雨林縁特に S の方は 20cm 以下の所が

広く，その他の部分でも 20cm 以下のところが点々とあるコ この調査地において更新状態がきわめて不

l見WJ. 不安定であるのは，調査地の下部に湿地があり全般的lこ濯木幸fI草が多いためと考えられる。

各調査地のなかで各年度の一番高い稚樹(毎年同じ個体とばかぎらなし、)の高さを結んでみると第 12 図

のようになり，第 1 j調査地は 1947 if・においてすでに大きな稚樹があるが. 50平に第 3 調査1也の稚樹に追

いぬかれ，その後は第 3 調査地の稚樹とほぼ似た成長状態を示しているち第 2 調査地では第 3. 第 4 調査

I也と同じく 47 午[こは小さな稚樹しかなく，その後の 3 年くらいは成長が遅いが. 50年ころから第1.第

3 調査地とほぼ同じ割合の成長をしている J 第 3 調査地では更新開始後直ちにほぼ J定の旺!取な成長をず

っと持続しており，毎年 30cm 以上もやj1び. 50 年には 60cm 以上も伸びているつ第 4 調査地では48年

以後第 2 調査地と同じような成長経過を示している一これらのことは各調査地のなかの最も環境のi弘、場

!升にある程樹にはそれほど成長率の差がないようで. 52 年にはほぼ全部毎年 40cm 以上も付1びている n

ただ日当りの少ない調介地ではある一定の大きさに達するまで少し成長が遅れるように思われる これは

'I)!表にごく近い部分の日照がさらに少なくなるためとも考えられるコ

(5) 日照率との関係

以 kのように調査地内の濯木草木の種煩. f佳樹の発生本数，生存率. 1 年生bU_のf:'ctlタの本数の増加，

最大ru;樹の高さおよびその伸長量等が，林縁との相対位置により非常に異ることが認められるが，これら

!:t複干'fIな種々なる環境因子に支配されており，それを分析し， なにが Control factor であるかを決定す

ることは困難な問題であるコ調査個所が少ないため出現する楠物の種顎やその他の調査結呆をみても明瞭

fs:. 一定の共通した傾向は認められないザただ. f](;跡地全部を視察し直感することは. ji住私[の高さが S の林

ほの方に近づくに従い低くなることで，このことは各I}、区劃l内の最大の稚樹高を測定することによりほぼ

その傾向を掴むことができるように思われる。

林縁の影響については上述したように多くの人々によって強誠せられているが，どのようなところでは

どの程度の成長の減退があるかは地形;こより異なり，少数の調育結果からはブへン性のある結論は見いだ

せない l二筆者;工林家の影響すなわち成長の減退と日照時間の減少との間にL 、かなる関係があるかを前五し

たコしかし，その基本的な問翠である日射量とと長成量との関係(土現庄のところよく分らない 日かけ=の

方が徒長するとも想像され，また林内の介在木て也つるのように他の太によりかカミり. I胸高直径は数 cm で

樹高が 7~8m ìこ速するアカマツがなお毎年数十 cm も成長しているのを嗣察したことがある。

これらのことより上長成長には必ずしも多くの日射長を要するのではないようにも考えられる 3 しかし

香占~，)は日蔭俗子内の実検において当年生. 1 年生は全日 j照区においては成長が泡~\，、ょうで， 3 年生にな

れば全日照区が最大となっており，ある程度以上の日!照が程樹の伸長成長に絶対に必要だと述べている。

主た井上て5)1工中林形アカマツ林分を調査して庇蔭度 0.2~0.3 程度の上木を有する場合は更新樹の上長

成実はある程度期待できるが. 0.4 以上では年とともに樹高成長が著しく減退することを諒察している。

筆者は実験的な裏つ。けがないが，林内や林禄直ドのアカマツ稚樹の幹が非常に元気のなさそうな細くワン

曲しているのに反し，皆伐地のアカマツが，いわゆる心の立った 1 年ごとに太い長い軌を出しているのを

点案し，支持されるものがない場合:こは上長成長は樹幹各部の肥矢成長と一定の合理的なバランスを保ち

つつ成長するものであり，樹高は~rG.生育状態のバロメータとして良いと思っている

上長成長よりも肥大成長の方が，日射量の影響がよく現われるとし、う報告18) もあるが，測定が安易なた
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め筆者はtiN后Jを il判定したυ これらのことは同化成分の樹幹各部の配分の制究がすすむに従い，日iJJ らカにな

ると思うえl 上長成長は日照時間の影響を受けるだけでなく，土喫水分や養分，すなわち地力と笹i援な関係

があり，また臼lWJt寺市jの不足を土壌的な要素がある程度補うとし、う報;守山)もあり考慮すべきであるが，調

査地は小面積であるから土援的な'1注質が均一であると見なすことができると思う。しかし，各訓室、地は僚

かしか関11:れていないが，土壊の性質が同 Jとは考えられない〕だから各鍋査地を通じての成長量の比較は

できない。単に会の傾向を知るにとどまる。ゑ;に第 5 図，第 8 図，第 11 図について各調査地ごとに更新

状態と日照率について若干の説明を加える。

第 1 調査t也 子印nの日照率が 20%. 成長期間が 70% 程度である S の林縁下は，特に稚樹の発ヨ本数

が多いc 平均税樟!高も生存率も位置による差は明らかでなく .S の方の日蔭地の方が稚樹高が高いとはL ・

えないに 2 年生以上の本数は発生本数が多い S の材、縁下が特に多い。年r，n 55%. 成長期間 70% の日照

率を示す N の林事故下t土木数は少なく，稚Jì'rj高の合計は多少多いようであるが大差はない。最大の税粒jの

高さは中台11 より N が高く雨林縁は低いσ 特に S の林縁より 7m くらいまで N の部分では上長成長は

きわめて思いJ

第 2 調査地 稚1到の発生は第 1 調査1也と同様に日照率が低く年間 209b ， 成長期IH] 30% の S の材、縁直

下が特に多いが，生存率は和;j林縁ともに平均値より少ない J 当年生の平均稚jj'[j高は変化が少ないがむしろ

S の方がfJh 、傾向がある。発生本数も 1 年生以上の稚樹の本数も各調査地のうちで一番多く. 4守に S の林

縁Gfi近が多い。稚l割高の合計‘はむしろ中部とその N の部分が多く，岡林縁は少ないと最大稚11!;高はと照

率が年間 359b ， 成長期間 50% 前後の中央部では相当高いが，中央より S はずっと{尽くなり，同林縁l土最

も f!I\" , 

第 3 調査地 位置による稚樹の発生本数の差は明瞭な傾向は認められない。生存率については一般には

大設がないが，日日夜率が年間 20%. 成長期間 309" しかない S の林絃において生存率が{郎、ことは 25m

幅の第 1. 第 2 調査t也と違うが，これは上述したように人の通路になったためとも考えられ，その翠!?由が

明らかでない J 当年生の平均樹高も各地点、r，nに差が認められない 1 年生以上の稚樹の本数はヨ存率と同

様に S の林縁は特に低いが一般的にはあまりき主化がない J 干w樹高の合計は岡林縁は少なく S の端より

10m N 寄りのところより S の方は急に少なくなっている 最大稚樹高は各調査地のうちで最も高しま

た第 6 表の樹高階別本数で明らかなように樹高の高い稚樹が多いG 一般的な外観も各調査地中で最も元気

であるが，岡林縁直下および S の林縁より 10m 前後の所から S は成長がJtlいが， 他は大休きわめて優

良で日照率も年間 60%. 成長期間 70% 前後もある c

第 4 調査t也 稚樹の発生は他の 3 つの司i可否地と異なり非常に不規則であるが，岡林縁と中央より S O)方

が発生が少ない。生存率は特に高い所もあるが一般に大差なく .N より 12m くらいの所までは非保に伝

いc これは N の方が湿地となるためと思われる。平1矧仕樹高も調査地内はほぼ同じで. 1 年生以上の桂

樹の本数も中央には非常に少ない所があるが，雨林縁下は特に少ない。稚樹高合計も大体本数と比{J! して

いる傾向がある。最大の稚棋の高さはきわめて不規則であるが，日照率が年間 70%. 成長期間 80%の N

の林縁と年間 25%. 成長期間 409五の S の林縁とともにイ尽く，また下部のNの林縁より 15 E1附近までの

湿地は特に低いc 日照は柁当多くとも成長のきわめて豆、い所が点々とある。以上の結果について簡単に考

察を加えると，稚樹の発生は 25m I陪の所では日かげになる S の方が多いようであり，生存率，当年生

稚樹の高さ. 1 年生以上の稚艇の本数も林縁との相対位置による差は明らかでないじ比較的林縁の影響が
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Fig. 13 全調査地を通じての日照卒と平均戎長量との関係
Relationship betwee口 yearly average incleme日t of max. height and ratio 

of time length of the direct solar radiatioél, through all plots. 

明らかであると思われるのは最大程樹の高さであるが，第 4 調査t也のように雑草潅木の多い;-r;や綬官では

不規則で，ー定の傾向ば認められない
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各調査地をiili じていえることは林縁l直下がー般に低く，特に S の方の材、縁日、tìliが成長が忍示、ょうである、

前述したように各調査地の土壌条件が異なるので，全部を同 ~tこ取り扱うことはできないが，各調査地の

小区到における 1947 年と 52 年の最大枇樹の高さの差を 5 年(第 4 調査地は 4 年)て割った平均 1 ~fの

成長量を求め，日照率との関係を検討したc 第 13 図 I は年間を通じた日照ギ，第 13 図 E は成長期間

の日日夜半と成長量との関係を示した。

平均 1 年の伸長量を 20cm の所で線を引けば年間 35%，成長期間 50% がほぼ限界のようであるし例

外として日照ギが 35% ， 50% 以上もあっても，毎~r 20 cm 以下の成長しかしない所も多いが， これは

他のjSL因が Control factor として働いているものと思われる。特にこの現象は， ~g4 ，第 H~査地内の

各地点で見られる。また，これと反対に日 fj夜半が 35 ， 50% 以下でも第 2 訓査地の数個所のように割合成長

の良い所もある。詞査数も少なく，また各立地が逢うので確定的なことはし、えないが， 日照率が年1111 35 

%，成長期間が 50% 以ドになると相当成長が減退するように思える}

香山口 l) は庇蔭1各子および林内において実験を行い，正常な成長に必要な最小限度の日照度は底場で 27

%内外，天然では 45% 内外で， ~!ô存に必要な最低限度の日照度は匝場で 9% 内外，林内 20% くらい

ではなかろうかと云っているが，日射量の比較数値の求める方法が全然ちがうのにもかかわらずほぽ一致

する J

あとがき

'i4 i状背伐地において，伐採幅が 50m の所と 25m のiVí とどちらが発生f1t1到の本数が多いかということ

は， 調査数が少ないので一概iユ、えないが， どちらでも発生本数については更新上差支えがないことは

IVJ らかであるの また，当年生の干|主tMの大きさも，各ノj、区劃の平均値て、は林縁の影響があるとは考えられ

ない

生存ó.{fも非悩にj中山内，')な安動が多く，林縁の影響はIlj] ら力 hではないカ h ら，その優劣はこの銅資粘来カ B ら

は論ぜられない。 ナこだ， 25m 隔の fx跡地の S の林縁附・近では非常に稚樹の発生本数が多く，生存率もそ

れほど低くないようである、しかし，この発生本数の多い到!山は分らない

生存ギがそれほど(尽くないことは林内，材、縁の日蔭地でも本!!当数の干桂樹が発生し，数年間は生存してし、

ることを現わしており， アカマツの更新上に前生樹が相当重要な役割を来しているようにも思える。 ま

た，年によって各調査地ともに非常に発生稚樹の本数の少ない年があるが，調斉開始後 6 年間毎年ほI:f同

ーの本数の発生を見た。すなわち，更新に当って数年聞は地表の状態を椛樹の発生に邸合の良いように管

理してやれば，大体均ーに稚樹の期待することができるようで，最初]の 2~3 年の|日]に稚樹の発生が少な

くても悲観するに及(まないc

以上は当年生の稚樹についてであるが， 1 年生以上の稚樹の成長については，各調査地内の各部分にお

いて林縁の影響と思われるような成長の減退が林縁にそって現われていることは明らかで，林縁の影響に

ついて前述した中村山藤島2) の注意もあり，また最近は井上~5)が林縁の影響について調査研究を行い，

北面の急傾斜地のアカマツ稚樹の成長は悪く， 中林形アカマツ林の天然更新にはー伐区の大きさは 50m

内外を適当とすると述べてあるが，筆者が行った僅か 2 個所ずつの調査結果を見ても，一般に 50m 幅の

方が 25m 幅の伐跡地よりも成長不良の部分の割合が小さいように思える。

各調査地内の日照時間の比較数値と各地点の最も大きな稚樹の高さとの関係をみると，日照時間の少な
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ぃ S の林縁下は相当の広さにわたり 1 年生以上の稚樹の上長成長が抑制され，その部分の広さは地形や障

;当物jの位置，大きさによって局地的に非常i異なっているようである c また.N の林縁ドでも成長の思い

のが目立つが，日定、日寺聞が少ないためよりも林縁直 Iごを歩行したためとか，その他恨の競走等の他の原因

が Control factor として働いているものと考えられる

一般に S の林縁の方がし、ずれの場合でも成長不良の区域が広いことは，日射量が重要な原因であること

を意味するようである 前述したように，日射量とと長成長との関係は明らかではないが，この調査では

年間の日照率が 35%. 成長期間の日照ギが 50% b)、ドになると!j)と長の減退しているのが目だってくるよ

うであるュ伐係地内の各地点の日照率は，待状皆伐の伐探隔，伐採方向，その土地の傾斜角度，傾斜方向

および林木ぞの他地物等の障害物の位置，大きさによって決まり，場合によっては第 2 ~，ltB地のように年

間 35%. 成長期間 5J9& 以ドの部分が伐採地内の半分以上になる場合があるから注立すべきである。第 4

調査i也のように相当日照はあっても， f也の楠物によって常に覆われている所は成長の思いのは当然で，こ

れは日照以前の問題である c 陽性のアカマツ;こ対して交互J.; Ti状皆伐や小面積f，y fjとをf主将な地形において行

うときに，林縁による成長不良幸也市の生ずる範同をできるだけ少なくなるような伐区の形や伐伝方法をと

るべきで，やむをえず陽の当らぬ場所に更新を期待する場合には稚樹はある程度充分に発生するのである

から，これを(呆護し，他の楠物との競走から完全に解放してやれば成長はおそくとも fl的は述せられると

思うりまた，手入と同時に浅存林分の伐深疎開き舎の日射量を増加させる方法についても充分考え，少しで

も多く日が当るようにしてやるべきである

ー芹と加)は更新の成否はその後の手入れL 、かんにかかっているといっているが，全く同感で，特に日照時

間の少ない所はその必要性;主さらに大きいと思う しかし，手入れをする場合にも日本のようなも反雑な町

形の多い所では陽の当る場所と院の当らない場所がL 、り乱れておるカ h ら，更新前より局地f内心細心な観察

を 1'1'い，草木. 1荏オくの成長速度や mz圧されている稚樹の保護に注意し，適切な対策を早く立てて実施する

ことが大切であり，劃一iねな取り吸い，すなわち手入れをすべきではないc

この調査については日!照だげしか考えなかったのであるが，前述したよう vこ他のH古物との地下部におけ

る筏走も上長成長に竜安なる影響があるものと思われるので，今後はこの方面の研究も必要であろうれま

た，このようにして求めた質を考えない夜射光線の日照時IHlによって更新地を比較した場合，現実とどの

段度の誤りがあるかということは，最も根本的な問題である r しかし，これは稚樹の上長成長には何日こ

ろの日照が最も重大であるか同化生成物の幹内の配分はどうであるか，芽の大きさと上長成長との関係，

芽の大きさおよびその形成と日照時間および時期との関係等の多くの基礎的な問題について研究を行わな

ければ明ら泊寸こすることはできないこ

本報告は前述したごとし調査数も少なくきわめてその調査方法が粗雑で，そのうえ各調査地の土援の

生産力に対して何も考慮を払わなかったので，この調査結果からフヘン性のある結論はえられなかったc

Tこだ，上述した各種の問題に対して研究を進めてゆくうえに少しでも参考になれば幸いと思うとともに，

一刻も早く多くの基礎的な問題が明らかになり，アカマヅのノj、面積施業が確立されることを願うものでゐ

る。

摘要

50m と 25m 隔に伐採せられた帯状皆伐跡地のアカマツの天然更新の状況1こついて調査地を設定し，
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1947 年から 1952 年の間特に林綾との関係について t主意しながら調査を行ったっその結果の概要は次のと

おりである。

1. {j(;t来幅は 25m でも 50m でも Ji{見する植抑jの種願;二大きな違いは認められないこまた， f桂樹の発

生本数については更新にさしっかえるほどの芝は認められない υ 林縁の影響については 25m 隔の第 1 , 

第 2 淵査地の S の方が発生本数が多カ、ったが，その他はあまり II!J阪な傾向は認められなかった この 5 年

!日!の各調査地の平均 1m“当り 1 {I"-の発生数は第 2 調査地 (25 m 順)が最大で 2.09 本にも:.;tし ， i欠は第

3 訊査地 (5()m 隔) 1.59 本，第 4 ぷ~ -，!f.地 (5つ m 胴) 1.4 1，二 (4 年間)， 務 1 制空E地 (25 m) 1 本の ;I~i

で枇樹は何年同じl好に多く発生し，主として地表の状態，仙の梢物の存伐の有無およびその数，大きさ等

に支配されるようである r また， 1948 年の発生数は各調王j.r出ともに少なかった。

2. 当{f"ト:の准樹の平均の高さは各調査地の各地点により一定の傾向は認められず，林縁の影響も認め

られないの発~J: した稚樹の~J:存率は局地的に大なる差があり，林縁の影響はl月らカミでないす

3. 更新後 5 年目(第 4 誠査地のみ 4'可三円)の 1952 年における 1 年生以上の稚樹の本数は 1 m2 当り

第 2 調査地 (25m 隅) 7.5 本，第 3 調査地 (50 m 隅) 5.5 木，第 1 調査土日~ (25 m 幅') 4.7 本，第 4 調

変地 4.1 本 (4 年間〕のI@iで，毎年 1 m3 当り 0.5-2 本前後増加したが，いずれの調査地も 1949 年は

特に少なく， 1952 年は非常に多く増加したコ調査地内の各小区劃j内の 1 年生以上の稚樹高の合計は大体

本数に比例するが，成長の大なる所ではホ数が少なくても合計が多い所が各所にあるコ

4. 調査地の各小区劃l吋の最大のT弘樹の高さは非常にケンチヨに林縁の影稗を受けており，林縁直下の

舵樹の成長は;ιく，特に S の方の林縁l土 N の林縁よりも成長の怒い部分が広い l その部分の広さ l土地形

やその他の|箆宙物の位置および大きさによって異なるようである。日照ギカ~ilミ問 35%，成長期間が 50%

以下になると急に少なくなり， その部分の最夫の稚樹の 5 年1):1の平均上長生長量が大部分 20cm 以下で

ある。

5. 各市司有地で各{f.度で一帯高い稚樹を結んでみると，第 3 調査地では更新後直ちに旺盛な成長を示し

第 1 調査地は最初は高いがまもなく第 3 調査地にぬかれ，第 2 ，第 4 調査地は最初]の成長は恋いが，いず

れもその後の成長率には大差がないようであるつ

6. 情状皆伐を行う場合， 25m 隔であると地形や障害物の位置や大きさによって日!照率の低い場合の

出現する割合が六きくなるおそれがある υ この調査においても第 2 調査地では日照率が年間 35%，成長

期間 50% 以ドの部分が半分も存在し，その部分の成長が思いつ

7. 一般の林地においてアカマツのような陽樹の更新を期待するのには伐係国の大きさや配置ならびに

伐採順序等についてできるだけ日照時間が多くなるように考慮を払う必斐がある また，日照の少ない所

においては手入れの回数を増やし，他の植物jの被圧されないくらいの高さまで稚樹を保護してやる必要が

ある。
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Mamoru HosりJ: Studies on the Natural Regeneration of ρinus densiflorσ 

under Clear-strip System. (On the influence of forest edges on 

the density and the growth of natural seedlings.) 

R駸um� 

The status of natural regenεration ofρinus densiflora was studied on cut 

belts 25 m and 50 m wide. Observation was made in 4 research plots (4 x 25 m. 

4 x 50 m.) , during the period 1947 to 1952. Special attention was paid upon the 

influence of forest edges on the dem:ity and the growth of natural seedlings. 

Results obtained were as ﾍollows: 

1. The number of natural seediings younger th�.n 1 yιar were sufficient 

both on the cut belt 25 m and th<"t 50 m wide. The lmmber was not so rξ

markably influenced by forεst edge:è, but in plots No. 1 �nd No. 2 (both 25 m 

wide) a gT己at number of seedling was observed on the south side of the cut 

area. The av臼age number of yearly seedlings on t11e plots ranged ﾍrom 1.0 to 

2.1 per rrザ. It was obs町民d tnat every yeë.r, a l�rge nunber of :seedlings came 

up on the same area , which was characterized with the same site condition 

inc1uding the status of surface soil and of surface vegιtation. 

2. Any c10se relationship 11ε巴 not been observ鐡 between ihe average height 

oﾍ seedlings younger than 1 year and the ιituation in rdz.tion to forest edgl巴:s.

The rate of 乙urvivals"- differred widely with nつ relation to forest edge:s. 

3. As to the seedlings older than one year , the 己vêTage number of them 

ranged by plots from 4.1 to 7.5 pE:r m" in the last survey. Tﾌ1e tendency of 

yearly illcrea:se in nlill1bεr was nearly equal on all plot，~ ;:,nd they were about 

0.5-2.0 per m", smal1est in 1947 and larg駸t in 1952. 1n general , there has 

been observed c1o:ce relationship b騁ween the number oﾍ seedlings and the total 

slUn of height of seedlings old駻 than one year, but sC�v鑽al E-xceptions have also 

been observed. 

4. On each site, it was remarkable that the mεximlU11 height of seedlings 

was in{iuenced by ﾍor駸t edge. The growth of seedlings n ,::ar the remaining 

stand was le:ss vigorous , particuh,rly, on the southern bord駻 of the cut area 

and the area on which the growth of seedlíngιw<，_s suppre王託d was wider than 

at the northεrn border. The width oﾍ the arεa of less vigorous growth was 

dependent on gεnE:ral topographical circumstancεS of the obstac1es such as trees 

or mountain:s. On the ar饌 wh駻e the growth oﾍ the seedIings seemed to be 

le[s vigorOl:s, the time length of direct solar radiation ﾙl"Jug:1out the year and 

throughout the growing seawn was le:ss than 35 % 3nd 50 % respectively, of 

キ The ratio OI the total number of seedlings olcler than 1 year in last survey to total 

sum of numbers of seedlings younger than 1 year in every year. 
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ﾒat of opE:n field. On sucn area the mean annual increment of height for 5 

yεar was g駭E:rally lE:sS than 20 cm. 

5. The tel11porary Í1eig氏st seedling was measured in each year by plots. 

The results showed tha'c in tﾍ1e plot No. 3 the increase of the maxil11um heigﾎ1t 

was larger than othE:rs. On the otﾎ1�;r hand, the maXil11Ul11 height in the plot 

No. 1 was largest at the start but ¥vas surpassed latE:r by No. 3. Plots No. 2 

an� No. 4 had considE:rably smaller seedlings at the beginning. Meanwhile , the 

différE:ncεof grOWtl1 rates by plots becεme lE:sS remarkable later. 

6. Observation � t11e plot No. 2 showed that , on over 50% of the 25111 

belt , time lE:ngth of dire:ct solar radiation was often reduced to Iess than 35% 

(total for the year) 01' 50% (growing season only) of tﾍ1e opεn field. The 

growth of seed劦ngs was much supprE:ssed on suc� ar鐶. 

7. On the area where the time length of direct solar radiation is consideｭ

rably shorter , more attention should be paid on weeding in oder to release 

seedlings from cOl11pE:tition with Otll己l' plap.ts till thE:Y have grown up to SOl11e 

h::ight Ievel. 
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第 1 調査地南の林縁

Plot No. 1 Southern forest edge. 

第 2 調査地南の林級 第 3 調査地雨の林縁

Plot No. 2 Southern fore己t 巴dge. Plot No. 3 Southern fotest edge. 



Table 1. 情状皆伐地内の植物の種類

Species on clear cut strips. 

和名 l
]apan田e nalne I 

第 1 調査地 (1) Plot No. L 

t直物名 Name o.f plant 

，当・ " 
寸ー τコ

Scieロtific name 

ゾヨゴ I nex Pedunculosa MIQ. 

7 セピ I Pieris japonica D. DON 

リョウプ I Clethra barbinervis SIEB. et Zucc 

イヌツグ I nex crenata TF!UNB. 

クロモジ I Benzoin umbellatum REHD. 

エプノキ I Styrax jaP)nica SIEB. et Zucc. 

ヒサカキ I Eurya japonica TF!UNB. 

F リ I Castanea Pubinervis SCHNEIn 

ナラ 1 Quercus serrata THUNB. 

モチツツジ I Rhododendron linearifolium SlEB. ft ZUCC. 

ゴンゼツノキ I Acanthoμn四 sciadoþhylloides FRANCF!. et SAV. 

コハウチハカエデ I Acer Sieboldianum MIQ. 

ウルシ I Rhus Verniciflus S'~OKES 

ミツバツツジ I Rhododendron dilataturn MIQ 

タカノツメ I Kalo�anax innova間 MIQ.

ザイフリポグ I Amelanchier asiatica ENDr.. 

コバノガー f ミ I V iburnum erosum THUNB. 

ヤプムラサキ I Call iarpa moll is SIEB. et Zucc. 

ヌ ル デ I Rh包括 japo削ca L. 

カマヅカ I Pourthiaea Villosa DECNE 

コウヤボウキ I Pertya ovata MAXIM 

キ J、ギ I Les�edeza Buergeri MrQ. 

ナツハゼ I Vaccinium ciliatum THU反且

Tota! I 23 

ミヤコザサ I Sasa niρρonica MAKINO et SHIDA'l'A 

サルトリイバラ I Smilax china L. 

ワラピ 1 Pleridium aquil�um KUl-tN 

ノ、ナョ、ケ Cladonia 1'angiferina WEB. 
R，ゆ出 pal問at山 THUNB. f orma coptophyU!ls 

MAKINO 
Crawfltrdia japonica SIEB. et Zucc. 

キイチゴ

ツノL リンドウ

ヤマユリ Lil岬m auratum LI1'<JJL 

ノイバラ I Rosa ml.lltiflora THUNB. 

ウラジロ I Gleichenia glo町a HOOK 

ススキ I Miscanthus si11ensis ANDEB.SS. 

シシガシラ I Blechnum niþonicl,tm MAK問。
Total I 11 

The total sum. I 34 

1--1 1二日一二1_4_1二仁三て三!日 1_._9_L_ I~.L 1_1 L~二三百 I (崎考
同士222~4ml 4~6 1 • B 1 ぃo 1Iト12112-14114-叶 i← lB 11 日 -20 I21)-叶 Zト251 To回1 I Remaks 
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植物名 Name of pl日t

和名| 学 名
]apanese name 1 Scientif ic name 

イヌツゲ I nex c問問ta TJiUNB 

ソョ"，' I nex þedu町ulosa MIQ. 

ヒサカキ I Eurya jaþo叩ca THUNB. 

モチ" "ジ I Rhododendr2n linearifolium SIEB. et Zucc. 

2 ナヲ I Quercus serrala TrniMB. 

リョウプ I Clethra barbinervis SIEB. et Zucc. 

ガマザミ I Vib附 n附n dilatat岬錦 TI1 UNB.

アセピ I Pieris ja�onica D. DON 

グロモジ I Benzoin umbellalum REHD. 

グリ I Caslanea �ubinerv;s SCHNEID. 

エプノキ I Styrax ja，ρonica SIE゚. et ZUCC. 

ヤプムラザキ I Caliicarpa mallis SIEB. et Zucc. 

キハギ|μμdeza Buergeri MIQ. 

タカノツメ I Kaloþan閣 inno開閉 MIも

カマツカ I POU7.thiaea ViIlosa DECNE 

サ'イフリポ !l I Amelanchier asialica ENDL. 

シヤシャンポ IVac口inium bracteat悶n THUNB. 

":J. 'Yゼツノキ I Acantho，μnax sciado�hylloides F貼NCH.etSAV.

アオハ〆 I nex mιroþoda MTQ. 

ウール '" I Rhus Verniciflus STOKES. 
ハナイカグ I Helwingia ja�onica DmTR 

アワプキ I Meliosma Myriantha SIEB. et Zucc. 

ミツバ汐ツジ I Rhodadendron dilalalum MIQ. 

アノレマサキ I Euonymus radicans SIEB. 

Tota! 24 

第 2 調査地

+
+
+
+
 

+
+
+
+
+
 

+ 

+ 

+ 

+ 
+ 
+ 

10 

ミヤコザサ Sasa ni��onica M.AKINO et SHIB.AT.A + + + + 
� ~ガシラ Blechnum niPoni仰m M.AKTNO + + + 
千ノレトリイバラ Smilax china L. + + + + 
ス グ Carex dispalata BOO'fT. + + + + 
チゴユリ Disþon開 smilacinum A. GR.AY + + + 
ス 、 レ V叩la mandshurica W. BECK. + + 
ワ ラ ピ Pteridium aquilin.u1n KUHN. + 
ミツ Jξ アケピ「 Akebia tsi! 01 iata KOIDZ. + 
セ y フe リ S却'e"tia ja�onica MAKINO + 
イハガラミ Sho吋ia soldanello;des M.A玄TNO

オカトラノオ Lysimachia clethroides DUDY. + 
ツ yレリ Y ドウ RcyuabM附fenJbadt ia itfouls boTni1 ca SIEB.et ZUCCE 
キイチプ

matus THUNB. !orma coptoρhyll凶
MAKINO 

ス ス キ Misca.nthus sinensis ANDERSS + 
オオシツポゴケ Dicr醐um jaþonic開惚 M百1 + 
ゼエコ'ケ March由，tia Polymcir�ha L. 

ヅルアリドオシ Mitchella undulata SXEB. et Zucc. 

Total 17 6 6 6 

The total sum. 41 17 15 16 15 

(II) Plot No. 2. 
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Table 2. 帯状皆伐地内の各地点で測定した障害物の方位と角度

Direction and angle of measured obstacl田 on each position in cut strips. 

第 1 調査地 く工) Plot No. 1. 

120 40 120 

由リ 定 値 150 43 150 

Measured value 
180 25 180 

210 25 220 

(障の害角物度のと形方位が愛を化測定したし所た) 240 13 240 

270 25 270 

300 27 300 

16 330 

" 

85 R
υ
R
u
q
u
k
u
R
U
F
O
 

4

4

1

1

1

1

 

130 

215 

236 

243 

250 

240 

第 2 調 E在地 (II) Plot No. 2. 

。。 26。 。。 20。 。。 15。 。。 140 

30 40 30 35 30 30 30 25 

60 36 60 15 60 20 60 23 

60 24 90 30 90 40 60 28 

90 34 120 35 120 60 90 35 

自IJ 定 傭 120 32 150 51 150 65 120 65 

Measured value 
150 43 180 45 180 50 150 70 

180 45 210 45 210 40 180 75 

210 48 240 15 240 10 210 45 

240 25 270 44 240 20 240 27 

270 44 3∞ 12 270 20 240 16 

300 16 330 15 300 5 270 26 

330 16 330 14 300 4 

330 15 

一一

本1，ち伺 10m の痩存区のアカマツは疎立しているためにあまり障害にならない。

方位 N=O。

133 

180 

241 

35 250 

51 251 

15 278 

10 314 

10 343 

192 41 

248 I 90 

250 

290 

335 

10 

m

H

G

m

 

。。 10。 。。 140 

30 20 30 20 

60 15 6 つ 15 

65 15 90 9口

6S 20 120 90 

90 60 150 。D

120 80 180 90 

150 75 210 90 

180 85 240 40 

210 50 240 20 

240 35 270 20 

240 18 3C コ 20 

270 15 300 15 

3口 D 22 330 

330 3 



第 3 調査地 (m) Plot No. 3. 

I 3 I 4. r~~=~5 ~.-r~~ 6 ._~.~-~ 
測点番号

No. of rneasurement position 
2 

DzstJ句伊ねりの摂理 t edJ;!e I 林品下 | iOm | 20m 1 301n 11440m  LyJ?直下lrthern forest ed~e I Und~~ 'fo~田 t leQge 1 . '"'U~ ....."'LU. .1 ._... 1 Umí町 for副 edge

I ct?~ec払 I a~ie I ムιI a~~e I ムιI~~I ム&|思|ムιI!毘平副三塁
。。 25。 。。 150 。。 240 。。 24。 。。 19。 。。 70 

30 30 30 27 30 29 30 33 30 34 30 23 

60 52 30 30 60 37 60 33 60 37 60 20 

60 20 60 30 90 34 90 36 90 45 90 55 

90 30 90 30 120 34 120 37 120 45 120 55 

置1 定 値
120 33 120 27 150 20 150 39 150 27 150 90 

Measured value 
133 25 150 20 180 10 180 25 180 35 180 85 

180 15 180 16 210 B 210 10 210 II 210 60 

210 10 210 9 240 2 240 240 。 240 60 

240 2 240 。 170 2 270 。 270 。 270 3 

270 5 270 4 300 2 3口口 。 300 i 3∞ C 

300 10 300 2 330 16 330 9 330 6 330 4 

330 25 330 16 

第 4 調査地 (IV) Plot No. 4. 

。。 100 。。 100 。。 40 。。 40 0" 。。 c 0" 

30 15 30 15 30 15 30 10 30 10 30 10 

60 24 60 25 60 17 60 16 60 14 6C 23 

90 25 90 25 90 30 90 33 90 45 90 70 

120 30 120 36 120 49 120 60 120 60 12口 75 

自リ 定 値
150 3'1 150 46 150 49 150 55 150 60 15口 80 

Measured value 
180 22 180 32 180 44 180 35 180 53 υ 180 80 

210 20 210 21 210 25 210 20 210 44 21 口 50 

240 15 240 10 240 20 240 14 230 15 21 口 25 

270 9 270 8 270 自 270 4 270 。 210 

300 9 300 。 300 300 。 300 。 270 

330 5 330 4 330 330 。 330 。



i1ilJ 点番号
No. of measuremeロt position 

Nj閣のi~;紋よりのn'l �m!g 
Distance from northcrn fo[cst 己dge

月日
D:itc 

l 月 22 日

2 月 15 n 
:� fl 兄 1 f3 

4 月 22 日

5 日 21 日

6 月 21 R 

7 月 21 日

3 月 22 ほ

り日 23 11 

]an. 22 

Feb. 18 

Mar. 21 

April 22 

May 21 

]une 21 

]llly 21 

Aug. 22 

Sep. 23 

Oct. 25 

Nov. ぷ

Dec. 22 

1D n 25 日

11 月以日

12 日 22 円

日照時聞の合計
Total sum of time length of direct solar ra�atioll. (h) 

年間 f Total of the year. 
成長期間 l Growing se辻soロ 0ロly. l3~幻

障害物のない聞との比
Ratio of time length of dire("t sol ::u・ radiatiol1

to the りpen field. (%) 
年 114) I Total of the year. 
!戊長期間 l Growing season only. (3~9) 

]an. 22 

Feb. 18 

Mar. 21 

April 三三

九1ay 21 

]llue 21 

July 24 

Aug. 22 

Sep. 23 

Oct. 25 

Nov. 22 

Dec. 22 

1 月 n 日

2 月 18 日

3 月 21 日

4 月 2三 li

り月三 1 U 

o 月三 1 11 

/月 24 f] 

3 月 27 日

9 月 2~3 日

lD 月 22 日

11 月 22 日

12 月 22 日

日照時閣の合計
1、otal sum of time length of direct solar radiatiGn. (h) 

作 1 1: 1 J Total of the year. 
)， v長期Il iJ l Growing se日son only. (3~9) 

障害物のない所との比
Ratio of time length of direct solar radiatioη 

to the opel1 f ield. (%) 
午問 f Total of the year. 
じ忠良期間 l Growing season only. (3~9) 

7.8~16.4 8.6 

7.3~16.6 9.4 

!.1 戸、-16.8 9.7 

7 .3~1().(J 9.4 

7.8~16.4 8.6 

IO.O~16.3 6.3 

1'.ü~16. 之

l ょ .4~14.3

11.6~13.9 

5.2 

2.9 

2.3 

h 
/'6. 日

58.3 

?4 
亡つ .; 
,)0.1 

63.4 

h h i 

ど .9~1~.0 6.9 

己. 4~15.ò j.2 

o.I~15.5 7.1 

7 . 9~ 15 . 1 7 . 5 

8. 1~15.5 7.4 

8.4~15.6 1.2 

5.9~1~.8 6.9 

50.~ 
5U.5 

% 
35.3 
54.9 

7.5~17.2 

7 .0~17.6 

6.9~18.0 

7 .O~17.6 

7 .5~17.2 

8.8~16 咽 5

14.4~16.2 

9.2~11.8 

9.5~11.2 

9.6~IO.9 

11 h 

14.6~15.9 

11.2~!~.6 

8.4_...._..15./l 

! .6~;5.3 

7.0~15.3 

7.6~ ょ 5.3

8.4~ ょ 5.4

11.2~;5.6 

14.6~1~.9 

Table 3. 市状円f~;地内の各地点の日間半

The ratio of time length of the direct solar radiation on each position in Cllt strips. 
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勺
U
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U

υ
/

・
.

λ

せ
円
リ
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ご
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第 1 司;芹地

13.0~16.5 

12.3~1/.2 

8.6~10.9 

11.8~18.0 

8.0~18.5 

7 .5~18.8 

ö.O~18.5 

8. ら~10.9

11.8~18.0 

12.3~17.2 

13.ü~16.5 

第 2 rlItJ :，在地

11 h 

14.2~1~. 7 

11.8~16.0 

1 l. 3~li.'J 

0.3----18.5 

8.3~19.0 

8.3---13.5 

11.3~17.0 

1 l. 8~16.iJ 

14. 三~15.7

( I) Plot No. 1. 

:::J 55 

h 
66.1 
59.1 

0' u 
1c,.2 
64.2 

4 

15 立1

日f!G開始及び停止時刻| 日開時 UrJ
Time of beginllin耳， ! Time len宮th
endiロg of direct of direct SOlal・
solar radiョtion radiation 

h h h 

3.5 

11.3 

3.5 

10.0~12.5 

15.6~16.4 

9.3~13.1 
14.2へJ16. 心

9.5~17 .5 

9.6~18.0 

9.6~18.~ 

9.G~18.ü 

9.5~17.5 

9.3~13.1 

14.2~1 (Í.(J 

1O .O~12. 5 
15.6~16.4 

(n) Plot No. 2. 

h 1 h h 

h 
53.9 
~().9 

'" ;0 

37.6 
5,'í .3 

1.5 

4.2 

5.7 

9.7 

11.7 

9.7 

597 

1.2 

1.5 

1 ，J .7~15.9 

13.1~16.0 

1.2.7~16.1 

G. 1 ~ll!.Cl 
lU. む~16.g

8.0--17 .~ 
8.1~1(].(] 

10.5~16.8 

12.7~16.1 

13.1~16.0 

15.7~15.9 

h 
60 � 
54. • 

4 ス. ~ 

53 圃 3

り .2

2.9 

3.7' 

1. 9 1 つ
6.3 1 v 

。っ

1. 9 1 つ
6.3 r u ・ム

3.7 

2.9 

0.2 

h 
39.2 

33. 己

ハノ

伀 
.?7 .1 
42. 三

5 6 
| 障害物のない場所

20 m 25 m Open field 

日 liW:f出合/之び停止ー時刻j 日間時/liJ 1 日照開始及び停止時刻| 日間 íJ寺IlJí ，日照閥始及び停止時刈 日照 H寺 Illj
Time Ol beginning, I Time length 1 Time of beginning, 1 Time length 1 Time oi beginlling, 1 Time length 
ending of direr:t lof 'direct solar 1 ending of direct lof direct solar 1 ending of direct lof direct solar 
solar radiatiou radiation solar radiation radiation solar rョdiation radiation 

h h h h h h h h h 
7.0~17.0 10.0 

12.~~13.1 0.6 6.5~17.5 11.0 

8.4 

8.9 

tL1 

15.5~16.3 

9.5~10. 8 
14.0~17.7 

8.9~11.2 

13.2~17.5 
8.4~1 1. 1 

12. 8~ 1I. 6 
8.3~11.5 
12.7~17.4 

8.4~11.4 

12.8~17.6 

8.9~1 1. 2 

:3 ・ 2~17.5

9.5~10.8 

14.ü~17.7 

15.5~16.3 

h h h 

2 3 

Om  5m  10m 

日 fj夜間始及び{";!:.d-:U寺会，Ij 日照 ~I;j: II lJ 1 日間j融合及び{i手止[時刻| 日何時r:u 1 日出開始/えびiぶjJて 11寺亥Ij l 日間 11年 1111
Time of beginuing, Time length 1 Tim巴 of beginning, 1 Time length 1 Time o[ beginninι1 Time length 
駭ding of direct of direct solar 1 eロding of direct lof direct solar l' ending of direct lof direct solar 
solar radiation radiation solar radiatioll radiation solar radiatioロ radiation

h h h h h hl  h h h 
li.4~14.3 2.9 9.5~11.2 1.7 

~ ~ H.1~16.2 し 8 I 
1 1. 0~16.2 5.2 "，:.~ :';'.;:: ::': ~ 4.4 

-.- 9.2~1 1. 8 1 2.6 I 

10. O~ 1 (). 3 6.3 8. S~ 1 6. 5 7. 7 

13.2~14. 日

12. 巴 ~17.2

12. 己~J7.

11.5~11.6 

12.5~ 1I .4 

12.6~17 .3 

12.8~17.2 

13.2~14.8 

0.8 

0.8 

h 
4 ,S.3 
46.7 

~~ 
33.1 
50.7 

h 

l.6 

4. ，~ 

'1. 7 
CJ.l I 内
4.CJ � ._).u 

1.7 

4.4 

1.6 

h 
ゴ6.4
26. 〆}

06 
18.4 
28.7 

9. ()~13. 2 

7.1~13.1 

1/1. 6~18.0 

6.6~12.8 

14.1 戸、-18.5 
13.8~18.5 
6.2~12.7 

6.6~12.8 

11.1~18.~) 

7.1~13.1 

14.6~18.0 

9.6~13.2 

i 記 .5~13.1

h h 

lJ.l~16.3 

13.1~17.1 

12.8---17.5 

12.7~18.0 

12.8~17.5 

13.1~17.1 

15.1~16.3 

0.6 

60.2 
59.0 

。/

'0 

24.1 
64.1 

h 

1.2 

4.0 

4.7 

5.8 

4.7 

1.0 

1.2 

h 
25.6 
25.6 

nノ

/,0 

17.9 
27.8 

6.0~18.() 12.0 

5.5~18.5 13.0 

5.0........, 19.0 14.0 

5.0~19.0 14.0 

5.0~19.0 14.0 

5.5~18 、 5 13.0 

6.0~18.0 12.0 

6.5~17.5 

7.0~17.0 

7 .5~16.5 

11.0 

10.0 

9. 。

h 
, 113.0 

92. 。

叫b

100.0 
100.0 

h h 
7 .0~17.0 

6.5~17.5 

6.0~18.0 

5.~~18.5 

5.0~19.0 

5.0~19.0 

5.0~ 19.0 

5.5~18.5 

6.0~18.0 

6.5~17.5 

7.0 ........, 17.0 

7.~~16.5 

h 
10.0 

11.0 

12.0 

13.0 

14.0 

H.O 

14.0 

13.0 

12.0 

11.0 

10.0 

9.0 

h 
113.0 
92.0 

~， 

;'0 

100.0 
100.0 



-13iM札 1 oi 卜 i-L--l\;JJ7J\ 二二二 i-i l二 ょ二時九九円f
|日!開始及び停止時刻| 日階、時間 |日目白開始決び停止時刻( 日照時間!日照開始及び停止時刻 日出時間 |日照開始及び停止時刻! 日照時同 !日照闘f否反古語正時刻「日照時雨 l 日照閣始及び停止時刻| 日照時間 |日照開始及び惇止時刻l 同照時 1M]

月日 1 Timβ0-( beginning, 1 Time length 1 Time of beginning, Time length 1 Time of beginnlng, Time length 1 Time of beginnlrlg, 1 Time l鈩gth 1 Tirﾍ1e of beglnning, .1 Time l鈩gth I Time of beginning, 1 Time l鈩gth 1 Time of b昭inni昭， 1 Time length 
Date 1 ending of direct lof di問ctsolar 1 ending of direct of direct solar 1 ending of di問ct :of directsolar1 ending of direct lof directsolar1 ending of direct lof directsolarl ending of direct lof directsolar1 ending of direct lof directsolar 

solar radiation radiatioτ1 solar radiationradiation solar radiation radiation solar radiatioll' radiation solar-radiation radiation solar-radiation radiation solar-radiation radiation 

h h hl  h h hl  h h hl  h h h l  h h hl  h h hl  h h h 

l 月 22 日 Jan.22110.C~16.26.219.6~16.216.619.B~16.0 16.2111.4~16.75.3|12.6~171014.4l5.81117.0~17.010.0  --- I '"~ -_.~ ~.- I -... ._.. _.- I 10.2争~1 1. 6 1.4 1 _.- I 

2 月 18 日 Feb. 18 9.5~16.6 7.1 I 9.0~16.8 7.8 I 9.4~17.0 7.6 I 10.8~17.0 6.2 I 9.9'""-'17.5 . 7.6 I 6.5~17.5 11.0 

3 月 21 日 Mar. 21 8.9'""-'16.9 8.0 I 8.4~17.7 9.3 I 9.0'""-'18.0 9.0 I 9.2'""-'18.0 8.8 I 9.7'""-'18.0 8.3 I 6.0-18.0 12.0 

4 月 22 日 April 22 8.2~17.5 9.3 I 8.0-18.0 10.0 8.4~18.0 9.6 8.5~18 .4 9.9 I 9.3~18.3 9.0 ~~.:~~~.~ ~.: ~ 2.7 5.5~18.5 13.0 _.. • _. - • . - -. - • _. • / . / I /0  - . -.  - / . - 16. O~ 18.0 I 2.0 I _.. -. - • _. -

5 月 21 日 MaY217h179l 10217MB611088M8811088M871105l9h190110  019日11116l805h1901140
- - . - -'  - . _.  - . -.  - -.  ~ . _..  . _.  - I /0  - -".  - . _.  - I 12 .4~ 18.8 I 6.4 J 

6 月 21 日 June 21 7.5-18.0 10.5 ï.7~19.0 11.3 I 7.9~19.0 11.1 8.1~19.0 10.9 I 8.8~19.0 10.2 I .~.~~~~.~ ~.~ ~ 8.2 5.0~19.0 14.0 --. -! . 0/  . /0  - . . ..  _..  -.  /0  - . -.  / I _. --0/ . - . -.  - I 12.3'""-' 19.0 I 6.7 I 

9 . 5~ 11. 1 1. 6 I 
|ト 8.0

12.4-18.8 I 6.4 1 
12.7~13.4 I 0.7 I 

|ト 2.7
16.0~18.0 I 2.0 1 

7 月 24 日

8 月 22 日

9 月 23 日

10 月 25 日

11 月 22 日

July 24 7.7-17.9 10.2 

Aug. 22 

Sep. 23 

Oct. 25 

Nov. 22 

S.2~17.5 

S.9~16.9 

9.5---16.6 

10.0-16.2 

9.3 

8.0 

7.1 

6.2 

Dec. 22 12 月 22 円

日照時閣の合計
Total sum of time length of direct soIar radiation. (h) 
年間 f TotaI of the year. 
b記長期間 l Growing season only. (3~9) 

障害物のない所との比
Ratio of time length of direct solar radiation 

to the open field (%) 
年間 f Total of the year. 
成長期間 l Growing season only. (3~9) 

7.8~18.6 10.8 

第 3 調査地

8.0--':'18.8 

8.4~18.0 

9.0-18.0 

9.4~17.0 

9.8'""-'16.0 

(1II) Plot No. 3. 

10.8 8.2-18.7 

8.0-18.0 

8.4~17.7 

9.0へ?16.S

9.6~16.2 

10.0 

9.3 

7.8 

6.6 

9.6 

9.0 

7.6 

6.2 

8.5--18.4 

9.2~18.0 

1O.8~17 .0 

1 1. 4~16.7 

1O .2~15.5 5.3 9.9~15.8 5.9 10.0~15.7 5.7 11.6~15.8 

h h h 
97.4 106.2 103.2 
65.5 71.5 69.9 

% % 
68.1 74.2 72.0 
7 1.ヌ 77 .7 75.9 

Jan. 22 

Feb. 18 

恥1ar. 21 

April 22 

May 21 

June 21 

July 24 

Aug. 22 

Sep. 23 

Oct. 25 

Nov. 22 

Dec. 22 

h h 
10.8~15.4 

10.0-16.7 

S.4~17. t:> 

7.8~18.5 

7.4-18.9 

7 .1~19.0 

7.4-1日 .9

7.8-18.5 

8.4-1/.5 

10.0~16.7 

10. 白-15.4

1 1. 2月~14.S

h 
4.6 

6.7 

9.1 

10.7 

11.5 

11.9 

11.5 

10.7 

9.1 

6.7 

4.6 

3.6 

h 
100.7 
74.5 

切
70.4 
80.9 

h h 
11.8-15.1 

1 1. 3~16.7 

9.0~17.0 

7 .5~18.0 

7.2~19.0 

7.0~19.0 

7.2~19.0 

7.5-18.0 

9.0~17.0 

1 1. 3~16. 7 

11.8-15.4 

12.3~14.5 

h 
3.6 

5.4 

8.0 

10.5 

11.8 

12.0 

11.8 

10.5 

8.0 

5.4 

3.6 

2.2 

h
s
r
A
 

つ
乙
っ
ι

日
フ
マ
d

% 
64.8 
78.8 

第 4 調査地

h h 
13.2~15.0 

12.3~15.8 

1O .8~16. 7 

9.2~18.0 

7.2~18.9 

6.7~19.0 

7.2~18.9 

9.2~18.0 

1O .8~16.7 

12.3~15.8 

13.2戸~15.0

13.9~14.1 

(IV) Plot No. 4. 

h I h h 
1.8 I 12.4~15.1 

3.5 I 11.7-16.4 

5 . 9 I 1 1. 2-1 7 • 0 

8.8 I 10.5~18.0 

Il.717.7~9.0 
1O .0~19.0 

12.3 I 7 .1~19.0 
7.7~ 9.0 

11. 7 I 
10.0'""-' 19. 0 

8.8 I 10.5~18.0 

5 . 9 I 1 1. 2-1 7 . 0 

3.5 11.7-16.4 

1.8 I 12.4~15. 1 

0.2 I 12.8~14.5 

h 
75.9 
65.1 

悦
53.0 
85.6 

10.5 

9.9 

8.8 

6.2 

5.8 

4.2 

h 
97.0 
69.3 

9.0-19.0 

9.3~18.5 

9.7~18.0 

9.9~17.5 

12.6~17.0 

1O .2~1 1. 6 

1O .8~1 1. 0 

13.1~16.4 

10.0 

9.0 

8.3 

7.6 
1.4 I r A 

1. 4 I ・ v

0.2) A_  

3.3 I -・ u

h 
95.1 
64.8 

% I % 
68.5 I 66.5 
75.3 70.4 

h 
2.7 

4.7 

5.8 

8.5 

;:;)103 

11.9 

;:;}103 

8.5 

5.8 

4.7 

2.7 

1.7 

h 
77.6 
61.1 

ノ

U
K
U

円J

o--ｭ

R
U
E
d
 

R
u
r
o
 

-H 
L
H
 

14.6月~17.0

12.3-18.0 

10.7-18.5 

9.8~19.0 

9.2~19.0 

9.8-19.0 

10.7-18.5 

12.3~18.0 

14.6-17.0 

h 
60.0 
55.2 

% 
41.9 
60.0 

5.5-18.5 

6.0~18.0 

6.5---17.5 

7.0~17.0 

ì' .5~16.5 

h 
29.6 
29.6 

n/  
ノ0

20.8 
32.2 

h h h h h 
7 .0~lï.0 

6.5-17.5 

6.0-18.0 

3 . 2 5 . 5-18. 5 . 

6 . 7 I 5. 0-19. 0 

6.9 I 5.0-19.0 

6.7 5.0~19.0 

3.2 I 5.5-18.5 

6.0-18.0 

6.5-17.5 

7.0-17.0 

7.5~16.5 

l 月 22 日

2 月 18 B 
3 月 21 日

4 月 22 日

5 月 21 日

6 月 21 日

7 月 24 日

8 月 22 日

9 月 23 日

10 月 25 日

11 月 22 R 

12 月 22 日

日照時間の合計
Total sum of time length of direct solar radiation. (h) : 

年間 f Total of the year. 
此長期間 1 Growing season only. (3~，)) 

障害物のない所との比
Ratio of time length of direct solar radiation 

to the open field. (%) 
年間 S Total of the year. 
成長期間 1 Growing season only. (3~9) 

13.2~16.4 

12.3-19.0 

12.1~19.0 

12.3-19.0 

13.2-16.4 

h 
26.7 
26.7 

% 
18.7 
29.0 

13.0 

12.0 

11.0 

10.0 

9.0 

h 
14:3.0 
92. 。

% 
100.0 
100. 。

h 
1Cl.0 

11.0 

12.0 

13.0 

14.0 

14.0 

14.0 

13.0 

12.0 

11.0 

10.0 

9.0 

h 
143.0 
97.0 

% 
100.0 
100. 。
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モチツツジ I RhodcdendroJl litlearifoliμ仰 Sn:D. et Zucc. 
ゴ十ラ i (.Juerclts serrata T]-lUND. 

I二サカキ Zω'ya jaρo;úca TnuN゚ . 

アジサイ i Hydrarzgea ]7!llCrOρhylla SERXì.\G1~ 
1) ヨウブ、 Clelhra 俉rbinervis S:tE.B. et Zucc. 
ソョゴ i Ilex ρedunculcsαMrQ. 
グロミジ" Be;.czuin wi1bellatmn I~ E1 I]). 
ガベ'グミ I VibltY1よ ii'rn (l!"lat(/tum THUNn. 

-¥-_ ハ エド~ Leρedez:l }3ltergeri lVIrQ. 
クリ I CastaiZcαρlIbiJlervi s SCHNEI1) 
ゾJ マツカ I POllrthiaea Villosa DECNE 
大ジキ 1 Pieris elliPtica NAKAI 
ナヅハゼ I Vaccinium ciliatω11 THUKR. 

ヤブコウジ I Ardisia jaρo山a BL. 
ツルマサキ I EUOliJ1IlItS yadicans SIEB. 
ーザイフリボク I Arnelanchier asiatica ENDL. 
ウグイスカグ、ラ 1 Lonicera graciliρes MXQ. 
エゴノキ 1 Styrax jaρonica SXEB. et ZuじC.

ダカノツメ 1 Kalゆ、71laX ;nωvans lVirQ. 
ゴハウチザカエデ IAα!r Sieboldianum lVlrQ. 
アクシバ 1 Vacci,úu171 Ja�onicus l¥JIrQ. 
ヤプムラサキ 1 Callicarρ:J mollis SXE゚. et Zucc. 
ξ ツーナラ I Quercus crisρulαBLUME 

アりドオシ Inど(1m仰tρu肌正
ケ v ガ、ネモチ I Ilex ro叫tzμωよ{，1幻zdピaT、rrUNl口，.

イヌザンショウ 1 Fag.σra scJ佖ifolia ENOT,. 
シキミ I Illiciμm religiοsum STEB. et Zucc. 
ガクウツギ Jfydrangea scandens SERTNGE 
ブジ 1 Wistaria floribunda Dc. 

Total 31 

ミヤコザサ I Sasα ni戸ρollicα lVlAKINOεt SlIILlA'I'A 
シシガシラ 1 Blech幻11m niρonicum MAKINO 
フジバカマ 1 Eu.ρ:ztorium stoechados112um HANCK 
'7 ヲ 1::" I Pieridiμ112 aquilinum KmIN. 

サルトリイバラ I Smilax china L. 

チゴ可ユリ 1 Disρorum smilacimnn A. Gl{AY 
スミレ I Violα mandshurica W. BECK. 
ノイバラ I Rosa multiflora TrrUN゚. 
スケ I Carex disρalatαIヨυ0'1"1'
ツ ;1，アリトオシ I ll;[itchella ltlldltlata Snm. et ZUCC. 

ゴフサシゲゴケ ISρhagJ1um GirR仰はoJmii Ru科目.
オカトラノオ ILγsimacJ，ょia clethroides Dm;y_ 
ヤマアザミ I Cirsiu112 Sρicatllm lV1Nl'8UM. 

スス什 I Miscanthus si;zensis ANDEIlSS. 

ミ γ パアケビ I Akebia trifoliata KOIDZ. 

リウノヒゲ 10ρhi。ρogoll Jaρonicus KF:n.-GA WL. 
センブ 1) 1 Szυertia JaρoJlica MAKINO 
サトヵ、ソ'ラ 111正adsura Jaρonica Dl1NAL. 
ハナゴケ 1 Cladonia l,:mgiferina WEl;. 

オオシ 1ソポゴケ I DicraJllim Jaρonicurn lVlI'l"J'. 
ヤイチゴ Rubus μlmutωTHUNI:. fω1μ coptoρhy山s

MAKfNO 
オオバコ 1 Plantago 11叫jor L. 
キヅタ I Hedera rhωnbωSnm et ZUCC. 
リンドウ I Gentiana scabra BDNGE. 
ミヅシ〆 1 Dyyoρteris africana C. Cl:m. 
ゼニプケ 1 lVlarchantia ρolymorρha L. 

Total 26 

The total sum. I 57 



Table 4. -:11状皆伐地内における当年生稚樹の平均商および本数

Average height and nllmber of seedlings yOllnger than 1 year on cut strips during 1947 to 1952. 

第 1 調主主地 ( 1) Plot No. 1 

;UI:~ 1i 区 171ES-D-23 456891口 II 12 '~WL Im~ 当No. of research secti� 日'1112

Njljl;の1木保よりの距離 平均高人口司計 I り本数
Distance fTonl 'tÌ;)~therπforest edge 口~2m Z~4n14~6m6~B  m B~10 m lC~12m l2~14m 14~16m 16~lBm18~20mzo~22m32~25m  AA verzgel|Number 

hei!!ht I total of ドJ今高 数平均市 ユド均高| 平均苅| 崎| 同町内 平均高| 判断 平均高( 平均高| 平均高 属医deJeIEht| per 品II~ J~t FJ 日 Avじrage 本 Averagel 本数 Average 本数 Averagel 本数 'A~~~昭e ， 木数 iAverage 本数 Average 本数 Average 本数 Average 本数 Average I 本数 ,Number 1 m2 Dばe 凶ght Number h昭ht lNumber heIEht lNumber height Numberltmght lNumberl height INurn1叶 height |Numberl height !Number h叫ht NU帥 本数
CDl 本 cm 本一 cm 本恒 l 本一cm 本 l cm| 本 i cm L7E I Cm 太 cm 本 cm 本 cm 本 |cm 本 cm 木木

IQ17 {l' 9!J / .~ 14 アヴ 1 兄 7. (, 1 7 日。 5.2 5 13.0 1.0 4 7.0 4 1.9 日 4.3 b 1.5 11 4.1 41 5.6 111 1. 14 
:守48 � 3.5 1 日.~ / 0.4 日 5.5 1 5.6 !日 5.6 J ぺ 0.1 6 3.3 呂 4.7 出 0.2 5 6.0 5 J.O 19 5.2 84 0.84 
J949 ~(j 1.0 ,0 4.2 10 4.3 日 :�. 5 4 4. リ l i{) 5.2 5 1.1 5 3.6 8 2.:.i 2 1.0 b 3.6 9 3.6 19 3.3 102 1.02 
:C)只日 10 �.9 11 凸ー口 !凸 。 5.1 7 5.2 1 ノ ~.O 行 5.8 4 5.0 4 6.3 日 5.0 4 5.1 7 4.4 7.1 5.5 118 1.18 
1951 IU .1. 8 出 1.() 、》 日 IJ i I ♀ 5 ιJ 5.0 1 5. ~) 三 l 己 .0 2 :l.5 4.0 よ 3.6 5 1.2 4 己 0 45 1.7 日5 0.8G 

6 1 
19Sヌ より 6.0 ょ 5 iJ.CJ 10 I.U 3 7.0 12 7.0 ' 10 5.0 1.0 4 1. 口 6.0 3 5.0 L己 5.0 ハο 0.0 i 日 5.9 91 。 .97

本数合計 '1、otal of number Uリ 。u 33 3� 22 I 25 3口 38 39 16Q 6� 6.0 
、ドょこJ ~';ì Average height 5.0 ;).5 。 1 5.3 5. ~\ I 6.6 5.2 4.4 1.7 4.9 4.7 4.~ 5.U 
1 m2 当り本数 Number per 1 m~ 7.1 7.5 1.1 3.7 3.1 3.8 3.7 4.7 4.8 11 口 6.00 
1 m2 1 年当リフ件数

~. 2 1.2 1¥ verage yearly nUil1ber per 1 m3 。 .7 0.6 1.:¥ 1 0.1 1 0.5 0.6 0.6 0.8 0.8 I 2.6 ! 1.00 

生年半地 Rate � survivals C?'�) 51.99'�! 4日 .99ó ， 46. 2~% 95.6%1 I 68.2% 112.0%1 125.0% 70.8% 60.0財 l 150.89& 74.0% , |79396| 75.7%1 

第 2 調査地 (ll) Plot No. 2 

ょ 917 Sj ‘ 9 日 7. :l 13 6.9 三] 5.9 14 6.0 14 6.5 21 6.5 11 1.2 34 5.4 9 6.6 6 3.6 6 5 ヌ 21 5.5 4J 6.0 ♀23 2.23 
1918 iU 。 7 5 5.8 。、 (, .5 日 5.5 7 6.4 9 5.3 3 白 .7 11 5.4 4 5.2 14 6.2 b 5.6 7 4.7 2U 5.7 97 0.97 
1949 )() 4.:1 20 4.2 ¥7 5.1 lS 3.9 2♀ 4.3 26 4.8 11 1.0 36 4.4 ¥3 4.1 19 3.7 4 3.6 17 3.0 12 4.1 248 I 2.4日
1950 10 6.5 iよ 5.1 15 5.8 。 5.0 4 5.7 40 6.0 5 4.7 5 6.3 17 6.8 16 6.0 5 5.6 24 5.4 74 5.G 216 I 2.16 
1951 l じ 5. 口 4 (，.口 U :1.口 5 6.0 15 5.0 27 5.0 19 5.0 19 5;0 16 4.0 6 4.0 10 5.0 30 4.0 49 5.2 205 I 2.0" 
1952 10 5.0 日 4.0 :2 5.0 21 5.0 10 4.0 24 5. 口 27 5.0 17 5.0 11 5.0 17 5. 口 2 ヲ 5.0 45 4.0 14 5.1 

265 1 2.65 
本数合計 Total of numb町 52 73 !J 72 147 122 70 78 60 15口 276 1254 i 12.54 
平均百 Average height 5.8 5.4 j.5 5.2 5.3 5.4 5.1 5.2 I υ5. つυ 4.8 5.0 4.5 5.2 
1 m2 苛り本数 Number per 1 m2 9.1 9.3 9.0 18.3 9.8 

1 

15.2 8.7 9.7 1.5 18.7 23.CJ I 12.50 
1111::: 年当 1) 本 111:.
Average yearly nUlnber per 1 ln::: 1.己 1.己 1. 5 i 3.C 3.0 1. 6 

1 
1.0 3.1 3.8 I 2 仰

仏存草山 Rate 01 siJ.fvivals 43.2%j 77 .O~'Ô ， 94.690 66.1%. 19.2% I04.CJ%1 64.7%[ 12ヲ.0% 78.7% , 1.72. 5 t?{. 1; 86 叫 57 .O~%! 73.5~f 

* 1952 年正 1947 年の 1 /1' 1I'_以上の治樹の本数の差と毎年発生稚樹の木数主の比の 100 分率
The ratio of the deff ere口ce of total number of seedling older than the 1 year in 1947 阻d in 1952 to total sum of numbered seedling younger than 1 year in every year. 
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Table 6. 1952 年における帯状皆伐地内の 1 年生以上の稚樹の樹高陪別本数

Number of seedlings older tban 1 year on the cut strips in 1952. 
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